
 

                         
 

  

 
 

                    

 

     

 

御
本
部 

 
 

 

四
月
一
日(

土)

～
二
日(

日) 

天
地
金
乃
神
大
祭 

 
 

 
 

 

参 

拝 
 

九
州
全
域
か
ら
中
国
地
方
に
至
る
ま
で

一
斉
に
桜
が
咲
き
、
三
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ

禍
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
が
解
除
さ
れ
る

方
向
に
あ
る
中
、
天
地
の
お
恵
み
お
働
き

の
満
ち
あ
ふ
れ
る
春
の
訪
れ
を
拝
ま
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
参
拝
の
お
か
げ
を
蒙

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

御
本
部
天
地
金
乃
神
大
祭
第
一
日
は
、

四
月
二
日(

日)

午
前
十
時
か
ら
、
教
主
金
光

様
ご
祭
主
の
も
と
ご
祭
事
が
麗
し
く
仕
え

ら
れ
ま
し
た
。 

み
祭
り
が
仕
え
ら
れ
る
祭
場
は
、
ま
だ

ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
以
前
ほ
ど
、
参
拝
者
で
一

杯
に
な
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
座
席
の
制
限
も
な
く
な
り
、
参

拝
者
数
も
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
明
け
が
近
い
こ
と
を
感
じ
る
よ
う
で

し
た
。 

加
治
木
教
会
か
ら
も
五
名
で
参
拝
の
お

か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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御
本
部 

 
 

四
月
一
日(

土)

～
二
日(

日) 
天
地
金
乃
神
大
祭 

参
拝 

（ス
ナ
ッ
プ
写
真
） 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
数

が
、
世
界
的
に
も
全
国
的
に
も
減
っ
て
き

て
、
御
本
部
参
拝
に
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。 そ

の
た
め
、
三
年
ぶ
り
に
加
治
木
教
会

か
ら
も
信
徒
の
皆
さ
ん
が
参
拝
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
加
治
木
教
会
か
ら
五
名
、
多

良
木
教
会
か
ら
二
名
で
、
レ
ン
タ
カ
ー
に

同
乗
し
て
参
拝
の
お
か
げ
を
蒙
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 
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十
月
一
日(

日)

に
仕
え
ら
れ
る
教
祖
一

四
〇
年
記
念
大
祭
第
一
日
に
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
今
以
上
に
収
束
し
、

全
教
の
信
奉
者
が
国
内
外
か
ら
、
御
礼
・

喜
び
の
参
拝
が
で
き
る
よ
う
お
祈
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

《
参
拝
日
》 

★
九
月
三
十
日(

土)

～
十
月
一
日(

日)
 

御
本
部
教
祖
一
四
〇
年
記
念 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 
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甘
木
親
教
会 

天
地
金
乃
神
御
大
祭  

仕
え
ら
れ
る 

 

躑
躅(

ツ
ツ
ジ)
の
花
が
、
境
内
に
も
奥
津

城
に
も
咲
き
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な

中
、
甘
木
親
教
会
の
天
地
金
乃
神
御
大
祭

が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

安
武
道
義
親
先
生
ご
祭
主
の
も
と
、
麗

し
く
ご
祭
典
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

                

こ
の
た
び
ま
で
は
、
祭
員
の
人
数
は
十

四
名
と
、
感
染
防
止
対
策
を
取
っ
て
の
体

制
で
ご
祭
典
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

安
武
親
先
生
の
ご
教
話
で
は
、
金
光
佐

保
子
様
（
故
金
光
和
道
先
生
の
お
母
様
、

安
武
親
先
生
の
お
姉
様
金
光
芳
子
先
生
の

お
義
母
様
）
が
三
月
に
満
百
歳
を
お
迎
え

に
な
ら
れ
た
誕
生
会
の
折
に
配
ら
れ
た
、

金
光
佐
保
子
様
の
お
話
や
短
歌
な
ど
を
ま

と
め
ら
れ
た
冊
子
の
中
か
ら
、
尊
い
内
容

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 ＊ 

金
光
佐
保
子
様
は
、
昭
和
十
八
年
に
金

光
真
整
先
生
（
三
代
金
光
様
の
ご
三
男
）

と
結
婚
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
間
、
三

代
金
光
様
の
ご
家
族
と
し
て
、
家
庭
生
活

と
御
用
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。 

三
代
金
光
様
は
、
午
前
二
時
に
は
起
床

さ
れ
、
佐
保
子
様
は
そ
の
時
刻
に
薪
で
ご

飯
を
炊
く
御
用
に
当
た
ら
れ
、
た
ま
た
ま

ご
飯
の
炊
き
あ
が
り
が
遅
れ
た
時
な
ど
も

三
代
金
光
様
は
ご
家
族
を
思
い
や
ら
れ
る

お
心
が
深
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

そ
う
し
て
、
三
代
金
光
様
は
午
前
三
時

に
お
一
人
で
朝
食
を
頂
か
れ
、
当
時
は
午

後
五
時
半
の
お
退
け
ま
で
お
取
次
の
御
用

に
当
た
ら
れ
、
そ
の
間
は
食
事
を
お
取
り

に
な
ら
れ
な
い
毎
日
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
金
光
真
整
先
生
が
、
佐
保
子
様

が
お
嫁
に
来
ら
れ
た
時
に
「
あ
な
た
の
嫌

が
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、

そ
の
後
も
実
行
さ
れ
た
こ
と
や
、
真
整
先

生
が
ま
だ
学
生
生
活
を
送
ら
れ
て
あ
る
東

京
に
戻
ら
れ
て
か
ら
結
婚
さ
れ
る
ま
で
、

金
光
の
家
に
入
ら
れ
て
あ
っ
た
佐
保
子
様

に
、
毎
日
欠
か
さ
ず
お
便
り
を
送
り
続
け

ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
真
整
先
生
だ
け
で
は

な
く
金
光
家
の
ご
家
族
の
皆
様
が
、
常
人

に
は
真
似
の
で
き
な
い
尊
い
ご
信
心
が
あ

り
深
い
思
い
や
り
の
お
心
を
お
持
ち
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

＊ 

い
く
つ
か
の
紹
介
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

だ
け
か
ら
も
、
そ
の
ご
信
心
の
深
さ
が
理

解
で
き
ま
し
た
。 

金
光
佐
保
子
様
の
百
歳
お
誕
生
会
に
つ

い
て
は
「
あ
い
よ
か
け
よ
」
５
月
号
に
も

写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
あ
い
よ
か
け
よ
」
５
月
号
は
、
教
会

お
広
前
の
黒
板
前
の
机
に
常
時
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。 

（
※
「
あ
い
よ
か
け
よ
」
は
全
国
信
徒
会

の
広
報
誌
で
、
年
間
一
九
〇
〇
円
で
購
読

で
き
ま
す
。） 
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＊ 

翌
二
十
六
日
ま
で
、
出
社
教
会
の
一
部

の
教
師
は
担
当
す
る
御
用
が
あ
り
ま
し
た

が
、
お
湿
り
が
上
が
り
、
ツ
ツ
ジ
や
今
人

気
の
オ
ス
テ
オ
ス
ペ
ル
マ
ム
の
咲
く
奥
津

城
に
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ご
霊
神
様

方
に
御
礼
を
申
し
上
げ
、
さ
わ
や
か
な
初

夏
を
思
わ
せ
る
景
色
を
満
喫
し
て
帰
途
に

つ
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                  

                           

【
今
月
号
表
紙
の
御
歌
】 

死
せ
る
身
に 

痛
さ
痒
さ
は
な
か
る
べ
し 

詫
び
か
つ
礼
び
一
筋
に
祈
れ 

 

病
気
や
ケ
ガ
で
耐
え
ら
れ
な
い
痛
み
や
苦
し
さ
、

時
に
は
痒
さ
に
さ
い
な
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

そ
う
い
う
時
に
は
、
誰
し
も
そ
の
こ
と
を
嘆
き
苦

し
む
こ
と
を
訴
え
た
く
な
る
も
の
で
す
。 

し
か
し
、
信
心
に
ご
縁
を
頂
く
私
ど
も
は
、
天
地

の
親
神
様
の
、
深
き
ご
神
慮
・
ご
慈
悲
・
ご
慈
愛
の

中
に
命
を
賜
り
健
康
な
身
体
を
恵
ま
れ
、
ま
さ
に

「
生
ま
れ
る
力
も
な
い
、
生
き
る
力
も
な
い
人
間
が
、

生
ま
し
め
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て
、
衣
食
住
万
物
を
恵

ま
れ
て
続
け
て
の
今
日
」
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
に
心
に
唱
え
、
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い

る
こ
と
の
自
覚
を
深
め
て
行
く
と
、
痛
さ
や
痒
さ
も
、

命
が
あ
り
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

賜
物(

た
ま
も
の)

で
あ
る
と
思
え
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

耐
え
ら
れ
な
い
痛
さ
や
痒
さ
を
感
じ
る
時
、
こ
の

み
歌
を
唱
え
な
が
ら
、
天
地
の
お
恵
み
を
頂
か
な
け

れ
ば
一
分
も
一
秒
も
命
を
保
つ
こ
と
の
で
き
な
い
、

偉
大
な
る
「
天
地
の
大
恩
」
の
中
に
生
か
さ
れ
て
生

き
て
い
る
自
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
思
い
を
寄

せ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

心
に
、
身
体
に
、
大
き
な
変
化
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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 「チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」 

と
り
く
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

少
年
少
女
会
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」

は
、
五
月
か
ら
七
月
（
十
五
日
）
ま
で
の
、

信
心
の
「
取
り
組
み
表
」
で
す
。 

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
・
お
祖
父
さ
ん
・
お
祖
母

さ
ん
、
み
ん
な
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。 

七
月
十
五
日
ま
で
取
り
組
ん
だ
人
は
、

教
会
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
全
国
大

会
（
八
月
五
日(

土)

・
六
日(

日)

）
の
作
品

展
で
掲
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
教
会
の
神

様
に
お
そ
な
え
し
て
お
礼
申
し
上
げ
、
教

会
の
少
年
少
女
会
か
ら
も
、
ス
テ
キ
な
ご

ほ
う
び
を
い
た
だ
け
ま
す
。 

「
第
76
回 

少
年
少
女
全
国
大
会
」
に
向

け
て
の
取
り
組
み
で
す
。
八
月
五
日(

土)

～
七
日(

月)

の
大
会
参
拝
は
、
お
か
げ
を
蒙

ら
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

日
々
の
信
心
の
取
り
組
み
は
、
神
様
に

感
謝
を
さ
さ
げ
る
信
心
の
稽
古
で
す
、
大

会
に
向
け
て
み
ん
な
で
、
取
り
組
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

                           

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」
の 

取
り
組
み
項
目
に
つ
い
て 

【
小
３
～
小
６
の
場
合
】 

★
お
結
界
で
あ
い
さ
つ
を
す
る 

★｢

あ
り
が
と
う｣

は
は
っ
き
り
と
言
う 

★
家
事
を
手
伝
う 

★
ひ
と
り
で
あ
と
か
た
づ
け
を
す
る 

★
ハ
ミ
ガ
キ
、
手
洗
い
、
う
が
い
を
す
る 

★
準
備
体
そ
う
を
す
る 

★
嫌
い
な
食
べ
物
を
少
な
く
す
る 

★
日
課
表
を
作
り
、
生
活
を
す
る 

★
「
け
い
こ
」
を
続
け
る 

★
今
日
一
日
の
報
告
を
家
族
に
す
る 

★ 
 

（
自
分
や
家
族
で
設
定
し
ま
し
ょ
う
） 

★ 
 

（
自
分
や
家
族
で
設
定
し
ま
し
ょ
う
） 

こ
の
よ
う
な
十
二
項
目
で
す
。 

そ
の
中
の
三
項
目
が
守
れ
た
日
は
、
カ

ラ
ー
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
・
お
祖
父
さ
ん
・
お
祖
母

さ
ん
、
み
ん
な
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。 
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あ
し
あ
と 

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

４
月 

…
… 

１
（
土
）
～
２
（
日
） 

御
本
部
天
地
金
乃
神
御
大
祭 

参
拝 

３
（
月
）
清 
掃 

御 

用 

10
時 

４
（
火
）
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

併
せ
て 

勧 
学 
祭 

９
（
日
）
清
掃
御
用 
10
時 

10
（
月
）

生
神
金
光

大

神

様

月 

例 

祭 
10
時
半 

13
（
木
）
瀬
尾
家
霊
祭 

14
（
金
）
連
合
会 

執
行
部
会 

十
時
半
～ 

鹿
児
島
教
会 

15
（
土
）
吉
屋
家
霊
祭 

16
（
日
）
多
良
木
教
会 

御
大
祭 

11
時 

21
（
金
）
清
掃
御
用 

10
時 

22
（
土
）
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

25
（
火
）
甘
木
親
教
会 

御
大
祭 

30
（
日
）
清
掃
御
用 

10
時 

           

ご
霊
神
様
の
お
立
ち
日 

 

五 

月 
 

 

平
地
ヨ
シ
子 

之
霊
神

（１
日
）昭
和
18
年 

松
田
俊
夫 

之
霊
神

（３
日
）昭
和
20
年 

福
元
久
伸 

之
霊
神

（５
日
）平
成
９
年 

溝
口
孝
治 

之
霊
神

（５
日
）平
成
25
年 

信
國
道
雄 

之
霊
神

（６
日
）平
成
16
年 

信
國
道
子 

之
霊
神

（
10
日
）平
成
27
年 

田
中 

恵  

之
霊
神

（
10
日
）平
成
29
年 

庄
村
ヒ
テ 

之
霊
神

（
12
日
）平
成
12
年 

津
上
國
臣 

之
霊
神

（
14
日
）平
成
18
年 

吉
屋
紀
元 

之

霊

神

（
20
日
）平
成
29
年 

向
江
喜
右
衛
門 

之
霊
神

（
20
日
）昭
和
54
年 

中
園
千
恵
子 

之
霊
神

（
23
日
）平
成
25
年 

向
江
ハ
ツ
ギ
ク 

之
霊
神

（
28
日
）昭
和
47
年 

須
藤
実
行 
之
霊
神

（
29
日
）平
成
13
年 

       

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・幽
冥(
か
く
り
よ)

で
の
お

働
き
あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、

霊
前
で
霊
祭
を
お
仕
え
し
、
玉
串
の 

奉
て
ん
を
準
備
し
て

い
ま
す
。 

 

 

感 

詠  

（教
会
長
） 

 

も
ど
り
寒
し
ま
い
残
し
た
ヒ
ー
タ
ー
を 

や
は
り
良
い
な
と
思
い
つ
使
い 

 

冬
物
を
再
び
着
て
は
暁
の 

明
る
さ
を
増
す
朝
を
迎
え
り 

 

い
か
よ
う
に
信
心
進
め
迎
え
る
か 

百
四
十
年
の
こ
の
お
年
柄 

 

キ
ン
セ
ン
カ 

シ
レ
ネ
と
並
び
色
映
え
ぬ 

オ
レ
ン
ジ 

ピ
ン
ク
美
味
に
も
見
え
り 

 

夜
明
け
前
コ
ー
ヒ
ー
飲
ん
だ
そ
の
あ
と
も 

眠
さ
の
つ
づ
く
春
な
る
た
め
か 
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五
月
七
日(

日)
 

午
前
十
一
時
よ
り 

加
治
木
教
会 

 
 
 

 
 

天
地
金
乃
神
御
大
祭 

奉
仕 

ご
祭
典
後
ご
教
話 

 
 

講
師 

隈
ノ
庄
教
会
長
（熊
本
県
） 

吉 

田 

幸 

一 
先
生 

 

《
御
大
祭
》 

五
月
二
十
一
日(

日)
 

人 

吉 

教 
会 

  

五
月
二
十
日(

土)

十
時
半
よ
り 

 

少
年
少
女
会 

野
外
調
理 

仙
寿
の
里
温
泉
の 

  
 
 
 
 

森
で
、
親
子
で 

   
 
 
 
 
 

野
外
調
理
を
し
ま
す
！ 

 

六
月
十
八
日
（日
）午
前
十
時
半
よ
り 

加
治
木
教
会 

布
教
72
年
記
念
祭 

奉
仕 

 

祭
典
後
、
教
話
。 

 

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

５
月 

…
…
…
… 

１
（
月
）
●
報
徳
月
例
祭
10
時
半 

３
（
祝･

水
）
甘
木
親
教
会
参
拝
日 

６
（
土
）
準 

備 

御 

用 

10
時 

７
（
日
）
●
加
治
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

９
（
火
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

10
（
水
）
●

生
神
金
光

大

神

様

月 

例 

祭 

10
時
半 

20
（
土
）
少
年
少
女
会 

野
外
調
理 

21
（
日
）
人
吉
教
会 

御
大
祭 

11
時 

〃 
 
 

清 

掃 

御 

用 

10
時 

22
（
月
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

31
（
水
）
清 

掃 

御 

用 

10
時 

 
※
《
未
定
行
事
》
青
年
会
・
若
婦
人
会 

           

…
… 

６
月 

…
…
…
… 

１
（
木
）
●
報
徳
月
例
祭
10
時
半 

３
（
土
）
親
教
会
参
拝
日
（
参
拝
未
定
） 

３(

土)

～

４(

日)

信
徒
部
教
区
委
員
会(

宮
崎

教
会)

 

５(

月)

～

６(

火)

教
師
研
修
会(

五
日
、
教 

区

六
日
、
連
合
会)

 

９
（
金
）
清
掃
御
用     

10
時 

10
（
土
）
●
月
例
祭 

生
神
金
光

大

神

様 

10
時
半 

11 (

日) 

御
本
部
教
団
独
立
記
念
祭 

教
師
輔
命
四
十
年
褒
賞(

教
会
長) 

15
（
木
）

連
合
会

青
少
年 

企
画
会
議 

10
時
半 

18
（
日
）
布
教
72
年
記
念
祭 

10
時
半 

21
（
水
）
清
掃
御
用     

10
時 

22
（
木
）
●
月
例
祭･

共
励
会 

13
時
半 

25
（
日
）
教
祖
140
年｢

中
部
地
区
集
会｣

 

29
（
木
）
清
掃
御
用     

10
時 

30
（
金
）
上
半
期
感
謝
祭 

10
時
半 

 
           


